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「コンパクトシティ」は本当に地域再生の切り札か！？ 

地域商業の衰退と商店街の疲弊…大型店撤退問題…中心市街地内の地区間格

差の進行…  【 第３分科会 】 

政府は、「人口減少・高齢化が進む中、特に地方都市においては、地域の活力を維持す

るとともに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう、

コンパクトなまちづくりを進めることが重要です」とコンパクトシティづくりを推進して

います。第 3 分科会では、現在の地域商業を取り巻く環境変化を確認しながら、コンパ

クトシティ構想という考え方を

軸に、今後のその可能性を「地

域の再生とまちづくり」につい

て議論を深めます。 

コンパクトシティの先進地域

として知られる富山市や香川県

の高松市からも、コンパクトシ

ティの実際の取組みと問題点や

課題についてレポートが予定さ

れています。 

    
 

宿泊の申込みはまだ間にあいます 

宿泊希望は㈱ツーリスト イン神戸☎078-391-2481 への直接申込みとなります。手

頃な価格帯のホテルから一杯になります。お早目にお申込み下さい。 
 

○第１３分科会「税と社会保障の一体改革を考える」 

 「社会保障制度改革国民会議」報告及び「プログラム法」では、社会保障の解体ともい

うべき「改革」がすすめられようとしています。その中心は、「公助」の大幅な後退です。

国の責務としての最低限度の生活保障を行う公的扶助などの「公助」は、自助・共助を補

完するという位置づけにかえられています。 
「自助努力を支えることにより、公的制度への依存を減らす」ことがねらいです。「要

支援者」の介護保険からの除外、ベット数の削減などが想定されています。そしてその「受

け皿」として、「医療・介護サービス・住宅・移動・食事・見守り」といった生活全般の支

援を、多様な担い手、インフォーマルな「互助」、ボランティア、NPO、社会福祉法人な

どの「支援ネットワーク」で行うというのですが、これでは、果たして高齢化社会の展望

が見えるのか？ 

富山市内を走るポートラム 



地域間格差の可能性、担い手の不足、「介護難民」「医療難民」の可能性が否めません。

分科会では、一体改革の問題点を明らかにし、今、求められる改革の方向がなにか、議論

をすすめます。 

○移動分科会「巨大再開発の現場を歩く」（定員は 40 人です） 

今年は、阪神・淡路大震災から２０年目の節目の年です。 
神戸市は、被災者の生活・営業の再建よりも、「創造的復興」という名のもとに神戸空港建

設や医療産業都市構想などの開発を優先し、さらに三宮駅周辺の再開発で、大企業優先に

偏重した「経済政策」を推進しようとしています。この移動分科会では、限られた時間で

はありますが、神戸空港→医療産業都市→三宮駅を歩き、巨大再開発と対比する形で、地

域の市場や商店の現状を見て頂きます。 
 【神戸空港】市民の反対を押し切って２００６年２月に開港。「市内で３６００億円の所

得と２７０００人の雇用の増加、市税収入が年間３００億円増加すると見込まれる」など

と大宣伝していました。しかし、開港から９年、需要予測を大幅に下回り、利用者数は予

測の５割程度にとどまっています。また、土地が売れないため、借金返済のために新たな

借金をするなど、まさに破綻状態です。 
【三宮再開発】 
神戸市は、ＪＲや阪急三宮駅ビルの建替えを契機に、駅周辺の再開発をすすめようとして

います。アベノミクスの「企業が一番活動しやすい国づくり」に追随する神戸市は、「日本

屈指のビジネス環境が神戸にあります」などと、大企業・外資系企業の呼び込み・誘致に

偏重した経済政策に終始しています。その一方、再開発のタネ地づくりのため、区役所や

図書館、勤労会館、従前の商業ビルを移転させる計画が、市民・商業者の同意なしに推し

進められようとしています。三宮駅周辺再開発の現状と対比して、駅周辺の市場の現状も

視察します。 
*******《参加申し込みについて》**************** 
１、日時・開催場所  問合せ・参加申込は民商・全商連まで全商連 ☎03-3987-4391 

第１日：９月５日（土）12：00～ 〔会場：神戸芸術センター・芸術劇場〕 
【全体会】 
○講  演・井内尚樹・名城大学教授 
○基調報告・岡崎民人・常任実行委員 
○特別報告①「産学連携の可能性」②「阪神淡路大震災から 20 年」 

 【パネルディスカッション】【憲法講座】15：30～18：00 
    Ａ：阪神・淡路大震災から 20 年、東日本大震災から 5 年目 
    Ｂ：地域再生の展望をつくる 
    Ｃ：いま、輝く地域密着の小企業・家族経営 

   「憲法講座」 
    参加者交流会 （兵庫県民会館１１階ホール）18：45～参加費：5000 円 

第２日：9 月６日（日）   
9：00～14：40【分科会】15 分科会〔兵庫県立大学・神戸商科キャンパス〕 

２、参加費  ２日間：10,000 円、学生・院生 3,000 円 


